
要　旨

プロペラファンは，換気機器や空調機器に広く用いられ

ている。これらの機器は省電力化や低騒音化の要求が強く，

プロペラファンの高効率化・低騒音化は重要な課題となっ

ている。三菱電機では，まず，プロペラファンの高効率化

に関して，旋回動圧損失の低減に着目して開発を進めた。

旋回動圧はファンの回転方向に沿って生じる動圧成分であ

り，プロペラファンの損失の中で大きな比率を占めている。

この旋回動圧を効果的に低減できる高効率プロペラファン

として，翼中央後縁部を部分的に気流の上流側へ逆反りさ

せたインフレクストファンを開発し，ルームエアコン室外

機，ビル用マルチエアコン室外機，チラーユニットなどに

搭載した。更なる効率の向上や騒音の低減を目指すため，

ファンの後流計測やベルマウス圧力変動計測によって，フ

ァンの内部流れの解明に取り組んだ。動作点と内部流れ，

特に翼端渦の挙動では，その効率，騒音との関係が明らか

にされていないことから，動作点と翼端渦挙動及び騒音発

生量との関係解明に着眼点をおいて検討した。その結果，

翼端渦と騒音の相関は高圧損動作点で高く，低圧損動作点

では低いことが分かり，空調機の室外機など比較的高圧損

機器に搭載されるプロペラファンについては，翼端渦を制

御することで大きな騒音低減効果が得られる可能性を示し

た。
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高効率インフレクストファンの概観図 

最高静圧効率改善値と最小比騒音増大量の比較 
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ファン後流流速変動，ベルマウス壁面圧力 

翼中央後縁部を部分的に気流の上流側へ逆反りさせた高効率インフレクストファン（図左上）は，旋回動圧の効果的な低減（図右上）によって，
騒音増大を伴うことなく，高効率化を実現した（図左下）。さらに，詳細な流れ場計測技術を用いてファン後流流速変動やベルマウス壁面圧力変
動，騒音値と動作点の関係を解明（図右下）し，新たな低騒音化の指針を得た。
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